




















【要約】 

高知県では昭和 62年 7 月より ATL のキャリア率が高率の地域をモデル地区とし、ATL 母子

感染防止モデル事業を実施してきた。このモデル事業でのキャリアから出生した児の哺乳

方法で母乳を選択した症例は1/91 例(1.1%)と少なく、ほとんどが人工乳保育となった。12

ヵ月以上フォローできた人工乳哺育児での垂直感染率は 4/60 例(6.7%)でこれまで報告さ

れている母乳哺育児の垂直感染率より低率であり、この感染経路としては胎内感染が推察

された。大量の検体を処理でき、信頼できるキャリア妊婦スクリーニング法として EIA 法

と抗体吸収試験を併用する診断基準を設定した。この経験を踏まえて、十分に産科婦人科

医に事業実施でのインフォームドコンセントの取りかたについて指導し、行政の協力のも

とに、平成 2年 8月より高知全県下で ATL 母子感染防止事業を開始し、すでに 1711 例の妊

娠 24～30 週の妊婦の ATLA 抗体検査を実施し、しかも社会的混乱を生じることもなく推進

できている。 


